
広報によど川 1月号 《6》

ま ち の 話 題

11月3日　久万高原ゴルフ倶楽部

で、仁淀川町親睦ゴルフ会（代

表・西森豊作）主催による、第２

回仁淀川町長杯ゴルフコンペが開

催されました。

　この大会は、町内のゴルフ仲間

が集い、親睦を深めるために行わ

れています。

　あいにくの曇り空でしたが、参

加者63人の熱気で大変有意義な

大会となりました。

優　勝　中越　忠起（川渡）

準優勝　尾崎　重則（寺村）

第三位　西森　勇幸（長者）

高
さ
５
㍍
！
屋
根
の
上
に
見
え
る
皇
帝
ダ
リ
ア

第
一
回
大
会
を
制
し
た
中
津
ジ
ュ
ニ
ア

家
の
屋
根
の
高
さ
も
超
え
た
皇
帝
ダ
リ
ア
。
谷
内
さ
ん
と
比
べ
て
も

ご
覧
の
と
お
り

第１回さくらクラブ吾川杯少年ソフトボール大会
11
月
15
日
　
仁
淀
川
町
観
光
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第

一
回
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
吾
川
杯
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
七
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
六

年
生
に
と
っ
て
は
最
後

の
大
会
で
も
あ
り
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
の

声
援
を
背
に
受
け
、
は

つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
行
わ
れ
、
決

勝
戦
は
吾
川
チ
ー
ム
同

士
の
対
決
、
中
津
ジ
ュ

ニ
ア
対
大
崎
ジ
ュ
ニ
ア

と
な
り
、
中
津
ジ
ュ
ニ

ア
が
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

初代優勝は中津ジュニア63人が腕競う
町長杯ゴルフコンペ

盆栽にキノコ!?

 

谷
内
幸
藏
さ
ん
宅
（
田
村
）

の
庭
で
、
背
丈
が
約
五
㍍
に

も
な
っ
た
皇
帝
ダ
リ
ア
が
咲

き
ま
し
た
。

 

皇
帝
ダ
リ
ア
は
メ
キ
シ
コ

産
の
キ
ク
科
の
多
年
草
。
春

に
植
え
た
小
さ
な
苗
は
秋
に

は
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
始
め
、
茎

が
折
れ
な
い
よ
う
に
と
支
柱

を
立
て
た
り
、
大
切
に
育
て

て
き
た
そ
う
で
す
。

 

家
の
屋
根
を
追
い
越
す
ほ

ど
の
高
さ
に
な
る
と
つ
ぼ
み

を
つ
け
始
め
、
十
一
月
下
旬

か
ら
あ
で
や
か
な
紫
色
の
花

が
次
々
と
開
き
、
十
二
月
初

旬
ま
で
咲
き
続
け
ま
し
た
。

 

通
り
が
か
り
の
人
は
屋
根

の
上
に
見
え
る
花
を
見
上
げ

な
が
ら
、
そ
の
高
さ
と
美
し

さ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

 

掛
水
保
男
さ
ん
（
湯

ノ
川
上
）
が
丹
精
込
め

て
育
て
て
い
る
盆
栽
に

十
一
月
下
旬
、
キ
ノ
コ

が
生
え
ま
し
た
。

　
松
の
木
の
根
元
に
生

え
て
い
る
こ
と
か
ら

「
マ
ツ
タ
ケ
？
」
と
の

声
も
。
毒
キ
ノ
コ
か
、

食
用
か
、
ご
近
所
で
も

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

あでやかな花です

毒
キ
ノ
コ
？
マ
ツ
タ
ケ
？

毒
キ
ノ
コ
？
マ
ツ
タ
ケ
？

毒
キ
ノ
コ
？
マ
ツ
タ
ケ
？

偏見や差別をなくそう！
   人権パレード



《7》 広報によど川 1月号

ま ち の 話 題

岡
林
康
夫
さ
ん 

秋
の
叙
勲「
瑞
宝
単
光
章
」受
章

　12月４日から10日の人権啓発週間の行事と

して、12月８日人権擁護委員や関係者、大崎

小学校鼓笛隊が人権パレードを行いました。

　小雨の降る寒い日でしたが、大崎駐在所から

中央公民館までの間を児童たちは元気よく演奏

しながらパレードし、偏見や差別のない明るい

社会を築いていこうと呼び掛けました。

消防団で44年 育成・発展に貢献

人権擁護委員を先頭にパレード

喜びいっぱいの岡林さんご夫妻（祝賀会場にて）

毒
キ
ノ
コ
？
マ
ツ
タ
ケ
？

　
平
成
二
十
年
秋
の
叙
勲
で
、
元
仁
淀
川
町
消
防
団
副
団
長
の
岡
林
康
夫
さ

ん
（
六
十
七
歳
・
大
崎
）
が
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

偏見や差別をなくそう！偏見や差別をなくそう！
      人権パレード人権パレード

偏見や差別をなくそう！
   人権パレード

　
岡
林
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年

に
吾
川
村
消
防
団
に
入
団
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
は
幹
部
と
し
て
、

平
成
十
八
年
に
退
団
さ
れ

る
ま
で
、
四
十
四
年
余
り

に
わ
た
り
消
防
団
の
育

成
・
発
展
の
た
め
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
受
章
に
つ
い
て
岡

林
さ
ん
は
「
思
い
が
け
な

い
受
章
で
す
。
消
防
団
長

や
各
分
団
長
な
ど
、
皆
さ

ん
に
助
け
て
も
ら
う
ば
か

り
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
。
家
内
と
二
人
で
東
京

に
行
き
、
勲
章
の
伝
達
を

受
け
、
皇
居
で
天
皇
陛
下

に
拝
謁
し
、
お
祝
い
の
お

言
葉
を
賜
っ
た
と
き
は
夢

の
よ
う
で
し
た
」
と
喜
び

を
か
み
し
め
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
長
い
消
防
団
活
動
に
つ
い

て
「
昭
和
五
十
年
の
台
風
５
号
に

よ
る
集
中
豪
雨
の
と
き
は
身
の
危

険
を
感
じ
な
が
ら
地
域
を
見
回
り

ま
し
た
。
行
方
不
明
者
が
で
る

と
、
と
き
に
は
他
町
村
に
も
協
力

を
得
な
が
ら
捜
索
活
動
を
し
ま
し

た
。
昭
和
五
十
四
年
に
は
厳
し
い

練
習
を
重
ね
た
結
果
、
高
知
県
消

防
操
法
大
会
の
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
」
と
感
慨
深
そ
う
に
振
り
返

っ
て
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
三
日
に
は
、
中
央
公

民
館
で
受
章
祝
賀
会
（
主
催
・
祝

賀
会
発
起
人
代
表 

藤
原
芳
男
町
消

防
団
長
）
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

消
防
関
係
者
ら
約
二
百
人
が
岡
林

さ
ん
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
数
々
の
祝
辞
に
対
し
岡
林
さ
ん

は
「
こ
の
栄
光
と
厚
意
を
肝
に
銘

じ
、
今
後
一
層
地
域
防
災
の
た
め

力
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　　　　 　 ［略　歴］

昭和36年12月　吾川村消防団入団

昭和46年７月　吾川村消防団班長

昭和50年８月　吾川村消防団副分団長

昭和55年１月　吾川村消防団分団長

平成６年４月　吾川村消防団副団長

平成17年８月　仁淀川町消防団副団長

平成18年３月　退団



広報によど川 1月号 《8》

ひょうたん桜の種ひょうたん桜の種 宇宙を旅行中！宇宙を旅行中！ひょうたん桜の種 宇宙を旅行中！

宇宙ステーションを見よう！

文化財保護審議会委員研修会

桜の種が滞在している国際宇宙ステーション〔提供：ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）〕

　大崎・名野川両小学校児童がひょうたん桜の種を採取

し、宇宙旅行をさせるという壮大な計画について、昨年

７月号の本紙でお知らせしました。その後…

　桜の種はアメリカのフロリダに届けられ、余分な細菌

などがついてないかなど、スペースシャトルに乗せる準

備が進められてきました。

　11月15日、種を乗せたスペースシャトル「エンデ

バー」が無事打ち上げられました。「エンデバー」

は２日後、地球軌道上を周回している国際宇宙ステ

ーションにドッキングし、種は日本の研究モジュー

ル「きぼう」へと到着しました。

　種は約６カ月間宇宙で過ごし、今年５月末に若田

光一宇宙飛行士とともに地球に帰ってきます。宇宙

を旅した種は、桜地区の皆さんに協力いただき、発

芽させ大切に育てる予定です。

　国際宇宙ステーションは、その名のとお

り、多くの国々がさまざまな研究のために建

設を進めている宇宙ステーションです。地上

から約350キロ軌道を周回し、約90分で地

球を１周しています。従って、６カ月というと

約3000回地球を周回することになります。

　宇宙ステーションは年々建設が進み大き

くなっており、夕方や明け方、金星ぐらい

の大きさに美しく輝いて上空を通過するた

め、肉眼で見ることができます（月に１、

２回程度）。

　いつ見えるか、軌道計算による通過予測が

可能ですので、興味のある方は教育委員会

（　３５・００１９）にお問い合わせください。

ひ
ょ
う
た
ん
桜
の
種
を
乗
せ
、
打

ち
上
げ
を
待
つ
エ
ン
デ
バ
ー

（
フ
ロ
リ
ダ
州
・
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙

セ
ン
タ
ー
）

地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
十
一
月
十
七
日
、
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

研
修
会
が
池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

 

文
化
財
保
護
審
議
会
は
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
て
、
文
化
財
の
保
存
や
活
用
に
つ
い
て
調
査

な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
文
化
財
視
察
は
「
文
化
財

を
知
る
に
は
、
ま
ず
地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
」
と
委
員
の
発
案
に
よ
り
、
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

 

研
修
会
で
は
、
ま
ず
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
初

代
館
長
・
坂
本

正

夫

先

生

の

「
仁
淀
川
町
の

文
化
財
を
生
か

す
」
と
題
し
た

講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。「
町

に
は
豊
か
な
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
域
を

知
る
こ
と
が
町
の
活
性
化
の
第
一
歩
。
児
童
生
徒

た
ち
に
も
自
分
た
ち
の
郷
土
を
理
解
す
る
こ
と

が
、
人
間
形
成
を
確
立
し
て
い
く
上
で
も
大
事
に

な
っ
て
く
る
」
な
ど
の
話
に
、
委
員
は
積
極
的
に

地
域
に
目
を
向
け
る
こ
と
、
か
か
わ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
よ
う
で
し
た
。

 

こ
の
後
、
委
員
は
瀧
上
神
社
（
坂
本
）
へ
移
動

し
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
美
し
い
足
ど
り
で
舞
う

「
天
磐
土
開
舞
」
や
、
長
さ
約
二
㍍
の
な
ぎ
な
た

を
両
手
で
勢
い
よ
く
回
す
「
薙
刀
の
舞
」
な
ど
を

見
学
。
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。



《9》 広報によど川 1月号

ひょうたん桜の種 宇宙を旅行中！各
校
の
活
動
に
つ
い
て
協
議

　
　
　
　
　
町
地
域
教
育
推
進
協
議
会

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　
十
二
月
四
日
、
仁
淀
多
目
的
研
修
集

会
施
設
に
お
い
て
、
第
二
回
仁
淀
川
町

地
域
教
育
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
前
回
に
引
き
続
き
、
保
育
所
、

小
・
中
学
校
、
高
校
よ
り
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
推
進
委
員
会
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
の
紹
介
、
そ
し
て
そ
の
内
容

を
受
け
て
グ
ル
ー
プ
討
議
、
全
体
へ
の

報
告
と
い
う
会
の
流
れ
で
し
た
。

　
特
に
今
回
は
、「
他
の
学
校
や
地
域
の

取
り
組
み
を
知
り
た
い
、
参
考
に
し
て

取
り
入
れ
た
い
」
と
い
う
委
員
さ
ん
か

ら
の
声
を
受
け
、
名
野
川
小
学
校
の
「
そ

ば
打
ち
」
と
仁
淀
高
校
の
「
人
づ
く
り
」

を
め
ざ
す
活
動
に
つ
い
て
、
映
像
を
交

え
て
具
体
的
な
説
明
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
地
域
の
協
力
の
も
と
、
畑
の
開
墾
か

ら
収
穫
ま
で
を
手
が
け
、
打
っ
た
そ
ば

を
「
も
み
じ
ま
つ
り
」
で
振
る
舞
う
ま

で
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
の

様
子
。
ま
た
新
聞
へ
の
投
稿
、
文
化
祭
、

訪
問
活
動
な
ど
、
自
分
の
力
を
発
揮
で

き
る
体
験
か
ら
自
信
を
つ
け
「
個
性
あ

る
社
会
人
」
を
目
指
す
高
校
生
の
日
常

が
大
変
力
強
く
伝
わ
る
内
容
で
し
た
。

　
最
後
の
協
議
で
は
両
校
の
取
り
組
み

を
応
援
す
る
意
見
が
多
く
「
今
後
も
年

間
を
見
通
し
た
長
期
の
取
り
組
み
を
継

続
し
て
ほ
し
い
」「
町
内
の
各
学
校
が
他

校
の
行
事
を
見
学
で
き
る
よ
う
な
機
会

が
あ
れ
ば
…
」
と
、
本
会
の
今
後
の
あ

り
方
に
も
関
連
す
る
提
案
も
出
さ
れ
、

実
り
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

　高吾北消防署（本署）に新型救急車が配備され、12月

３日、安全祈願を行いました。

　昨年12月まで約10年間運用された救急車は、8,240件

の出場、総走行距離33万キロで更新時期を迎えました。

  新型救急車は、トヨタ製ハイエースをベースに、車室

内空間の拡大、サスペンションの強化等を図った救急専

用車を使用しており、高規格救急車として、防振担架台

および各種最新救急資器材を装備し、救急処置範囲の拡

大に対応できる構造となっています。

　この高規格救急車で一人でも多くの命を救えるよう、

職員一丸となって救命率の向上に努めてまいります。高

吾北消防の救急車には、失いかけた「生命の輝き」を

“取り戻してほしい”“失わせない”という願いが込めら

れています。

仁淀高校の取り組みを説明する

小島校長先生

名野川小学校のもみじまつりで、児童の

打ったそばを味わう地域の方々

新型救急車を配備 －高吾北消防署－

新
し
く
配
備
さ
れ
た
救
急
車

安
全
祈
願
祭




